
ＪＴＢ　広域代表からのメッセージ　

北海道

訪
日
客
の
人
流
つ
く
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　

北
海
道
広
域
代
表

兼
北
海
道
事
業
部
長
　
大
川
　
正
勝

東北「
東
北
の
文
化
」を
世
界
へ

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　

東
北
エ
リ
ア
広
域
代
表

兼
仙
台
支
店
長
　
増
子
　
敦

地域との連携強化

地域活性化への貢献
誘客・交流の拡大

中部
「
な
ら
で
は
」が
原
動
力

執
行
役
員
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部

中
部
エ
リ
ア
広
域
代
表
　
内
海
　
勝
仁

仕入商品事業部長
執行役員　ツーリズム事業本部

山口　剛志

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
総
力
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
営
業
推
進
強
化
へ

　
日
本
の
人
口
お
よ
び
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
進
む
中
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
拡
大
は
経
済
成
長
を
促
し
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
重
要
な
役
割

を
担
う
。

　
２
０
２
４
年
度
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
販

売
は
、人
泊
ベ
ー
ス
で
前
年
比
１
３

０
・
４
％
と
伸
長
し
て
い
る
が
、マ
ー

ケ
ッ
ト
全
体
の
伸
び
率
１
３
７
・
３

％
に
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
。し
か

し
、こ
こ
に
は
大
き
な
成
長
の
余
地

が
あ
り
、２
０
２
８
年
度
の
宿
泊
券

販
売
５
千
億
円
を
達
成
す
る
た
め
に

も
、Ｂ
２
Ｂ
領
域
を
担
う
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ

ベ
ル（
Ｇ
Ｍ
Ｔ
）・

Ｄ
Ｍ
Ｃ
、Ｂ
２
Ｃ

領
域
を
担
う
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売
事
業
部
・

Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｒ

ｉ
ｐ（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
）・
仕
入
商
品
事
業
部
、

こ
れ
ら
の
部
門
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
営
業
推
進
が
今
ま
さ
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
仕
入
商
品
事
業
部
で
は


年
度
か
ら
全
社
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
シ

ェ
ア
拡
大
を
目
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

営
業
専
任
組
織
を
新
設
す
る
こ
と
と

し
た
。
こ
こ
で
は
同
組
織
の
戦
略
方

針
と
具
体
的
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。

　
ま
ず
戦
略
方
針
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
ご
と
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
シ
ェ
ア
や

地
域
特
性
に
応
じ
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ

ィ
営
業
に
取
り
組
む
。そ
の
た
め
に
、

国
内
仕
入
戦
略
部
な
ら
び
に
北
海
道

・
東
日
本
・
西
日
本
・
九
州
の
各
仕

入
販
売
部
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
営
業
専

任
担
当
を
配
置
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
専
任
担
当
を
司
令
塔

と
し
、
既
存
の
施
設
営
業
担
当
者
と

の
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
仕
入

営
業
強
化
を
図
る
。

　
具
体
的
取
り
組
み
は
大
き
く
三
つ

あ
る
。ま
ず
は
デ
ジ
タ
ル
営
業
管
理

ツ
ー
ル「
Ｅ
ｎ
ｇ
ａ
ｇ
ｅ
」の
徹
底
活

用
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
販

売
状
況
を
迅
速
に
分
析
し
、根
拠
に

基
づ
い
た
営
業
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
で
の
競
争
力
強
化
と
コ
ン
テ
ン

ツ
拡
充
を
図
る
。

　
次
に
、協
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連

携
強
化
だ
。包
括
的
業
務
提
携
契
約

を
結
ぶ
Ａ
ｇ
ｏ
ｄ
ａ
社
や
共
同
出
資

に
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｔ
を
設
立
し
た
Ｔ
ｒ
ｉ

ｐ

ｃ
ｏ
ｍ
社
と
の
連
携
を
通
じ
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
仕
入
営
業
の
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
と
も
に
高
め
て
い
く
。

　
最
後
は
地
域
と
の
協
働
で
あ
る
。


Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
地
域
交
流
担
当
と
、
各

地
方
自
治
体
や

企
業
と
の
連
携

に
よ
る
独
自
プ

ラ
ン
の
開
発
、

地
域
誘
客
な
ど

エ
リ
ア
開
発
ま

で
も
見
据
え
て

取
り
組
ん
で
い

く
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て

い
く
と
と
も
に
、
旅
ホ
連
本
部
や
各

委
員
会
と
の
連
携
強
化
、
各
種
施
策

等
の
有
効
活
用
に
よ
り
各
地
域
へ
の

誘
客
そ
し
て
旅
ホ
連
会
員
施
設
の
送

客
に
永
続
的
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
。
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４
月
１
日
に
北
海
道
広
域

代
表
と
し
て
着
任
し
ち
ょ
う

ど
１
カ
月
が
過
ぎ
た
。
雪
も

解
け
、
こ
れ
か
ら
新
緑
に
向

か
う
街
の
空
気
が
気
持
ち
の

よ
い
季
節
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
１
カ
月
は
札
幌
だ
け

で
な
く
、
函
館
、
旭
川
、
知

床
な
ど
で
会
議
や
、
各
種
総

会
が
あ
り
、
出
張
を
繰
り
返

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
事

業
者
の
方
々
と
も
話
を
す
る

機
会
も
多
く
、
北
海
道
の
観

光
に
お
け
る
多
様
性
を
実
感

す
る
日
々
で
あ
る
。

　
そ
の
際
に
、
よ
く
耳
に
し

た
の
が

月
～
３
月
に
か
け

て
札
幌
、
ニ
セ
コ
、
富
良
野

を
中
心
に
一
部
地
域
に
は
過

去
に
な
い
ほ
ど
の
数
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
訪
日
客
が
北
海
道

を
訪
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
日
本
全
体
で
の
２
０
２
４

年
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
訪
日
客
数

が
過
去
最
高
の
３
６
０
０
万

人
強
と
考
え
れ
ば
、
北
海
道

に
も
多
く
訪
れ
た
の
は
当
然

か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の

観
光
客
を
魅
了
し
て
い
た
の

は
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
の

ス
キ
ー
や
雪
遊
び
、
雪
ま
つ

り
な
ど
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
や

冬
の
風
物
詩
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
特
に
ア
ジ
ア
の
国
々
で

は
感
じ
ら
れ
な
い
冬
の
大
自

然
な
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
広
大

な
土
地
に
広
が
る
雄
大
な
景

観
が
四
季
折
々
で
変
化
す
る

こ
と
も
魅
力
な
の
だ
が
、
冬

は
彼
ら
に
と
っ
て
、
よ
り
一

層
の
非
日
常
空
間
な
の
だ
と

想
像
す
る
。
ま
た
、
欧
米
か

ら
は
良
質
な
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
を
求
め
て
来
道
す
る
の
で

あ
ろ
う
。

　
一
方
で
一
部
の
地
域
に
だ

け
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
訪

日
客
が
押
し
寄
せ
、
北
海
道

内
で
も
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な

い
地
域
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
特
に
海
外
か
ら
の
航
空
路

線
が
新
千
歳
空
港
に
集
中
す

る
問
題
は
今
後
も
大
き
な
観

光
課
題
と
い
え
る
。

　
北
海
道
に
は
函
館
、
新
千

歳
、旭
川
、帯
広
、女
満
別
、

釧
路
な
ど
海
外
直
行
便
の
実

績
が
あ
る
空
港
が
あ
る
が
、

ど
う
し
て
も
路
線
が
偏
っ
て

し
ま
う
。
現
在
も
新
千
歳
以

外
の
空
港
は
限
定
的
な
海
外

路
線
し
か
な
い
。
ま
た
、
航

空
路
線
だ
け
で
な
く
道
内
地

方
空
港
か
ら
の
２
次
交
通
課

題
も
あ
る
。

　
一
極
集
中
せ
ず
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
訪
日
客
の
人
流
を
つ
く

る
こ
と
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、
今
後
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
２
０
２
５
年
度
の
中
部
と

し
て
、
ま
ず
は
隣
接
す
る

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
来
訪

客
に
い
か
に
中
部
へ
も
足
を

運
ん
で
も
ら
う
か
、
こ
こ
ま

で
検
討
し
て
き
た
。

　
隆
盛
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

追
い
風
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
プ
ロ
ー
チ

が
広
範
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
首
都
圏

か
ら
の
万
博
来
場
者
に
絞
っ

た
。

　
具
体
的
に
は
行
き
帰
り
に

中
部
へ
の
立
ち
寄
り
を
促
す

こ
と
を
主
眼
に
、
開
催
期
間

中
の
中
部
各
県
の
催
事
や
交

通
網
を
紹
介
し
た
ツ
ー
ル
を

作
成
、
弊
社
首
都
圏
エ
リ
ア

約
１
０
０
店
舗
に
設
置
し

た
。

　
内
容
は
こ
れ
ま
で
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
に
紹
介
し
て

き
た「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」

や
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
に

よ
る「
レ
イ
ン
ボ
ー
ル
ー
ト
」

に
加
え
、
中
部
内
の
「
昇
龍

道
」
「
３
つ
星
街
道
」
等
、

日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
海
外

３
点
向
け
の
発
信
内
容
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
も
兼
ね
て
い

る
。

　
東
西
に
挟
ま
れ
た
中
部
の

特
性
を
生
か
し
、
行
き
交
う

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
ア
ピ
ー

ル
を
「
な
ら
で
は
」
と
し
て

高
め
、
地
域
誘
客
の
原
動
力

と
し
て
強
化
し
て
い
き
た

い
。

　
地
域
誘
客
に
必
要
な
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
は
、
中
部
支
部

連
合
会
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
圏
誘
致
協
議

会
と
の
合
同
事
業
で
過
去
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
も
冬
の
魅
力
や
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
象
に

対
し
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
と

弊
社
の
優
位
性
を
兼
ね
た
商

材
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
こ
こ
数
年
の
「
ス
イ
ン

グ
・
ザ
・
バ
ッ
ト
」
の
経
験

を
生
か
し
、
「
ヒ
ッ
ト
率
」

を
意
識
し
て
挑
ん
で
い
き
た

い
。

　
２
０
２
５
年
度
の
次
な
る

備
え
と
い
え
ば
、
９
月
に
は

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
２
０
２
５
愛
知
・
中
部

北
陸
が
開
催
さ
れ
る
。
中
部

地
域
を
国
内
外
に
発
信
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
。
旅
ホ
連
中
部
支
部
連
合

会
で
も
独
自
に
ブ
ー
ス
を
出

展
し
中
部
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
２
０
２
６
年
に
は

「
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６

大
会
（
ア
ジ
ア
競
技
大
会
・

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
）
」

が
開
催
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
へ

の
名
古
屋
・
中
部
の
ア
ピ
ー

ル
に
は
絶
好
の
機
会
で
あ

る
。

　
現
在
、
中
部
内
で
は
極
端

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
濃
淡
が
あ

り
、
地
域
内
温
度
差
が
あ
る

中
、
こ
の
開
催
を
先
々
の
中

部
全
体
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

浸
透
の
布
石
と
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
東
北
に
は
、
四
季
を
感
じ

さ
せ
る
豊
か
な
香
り
が
あ

る
。風
光
明
媚
な
自
然
、食
、

伝
統
文
化
、
温
泉
地
が
歴
史

と
未
来
を
紡
ぐ
人
々
を
結

び
、
未
来
に
つ
な
が
る
創
生

を
か
な
え
て
く
れ
る
。
３
月

に
は
東
日
本
大
震
災
か
ら


年
が
た
ち
、
そ
の
記
憶
は

「
東
北
の
復
興
」
か
ら
「
創

生
」
の
黎
明
期
を
経
て
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に

多
様
な
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
魅

力
を
提
供
し
て
い
る
。

　
東
北
６
県
に
は
、
時
代
が

変
わ
っ
て
も
今
も
変
わ
ら
な

い
、
日
本
有
数
の
穀
倉
地
帯

「
田
」
が
あ
り
、
そ
の
原
風

景
か
ら
生
ま
れ
る
お
い
し
い

米
か
ら
作
ら
れ
る
日
本
の
酒

は
、
昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
「
伝
統
的
酒
造

り
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

各
地
に
点
在
す
る
発
酵
文
化

が
そ
こ
に
は
あ
る
。
今
、
世

界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
日

本
の
食
（
職
）
文
化
が
注
目

を
集
め
て
お
り
、
東
北
各
地

の
酒
蔵
や
周
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
歩
き
、
香
り
を
楽
し
む

観
光
客
の
姿
を
よ
く
目
に
す

る
。

　
東
北
の
自
然
に
触
れ
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
魅
力
を
後
押
し
す
る
。
県

境
を
越
え
た
「
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
」
や
地
域
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
「
宮
城
オ
ル

レ
」
と
い
っ
た
数
々
で
魅
せ

た
い
東
北
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
も
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
東
北
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
誘
客
創
客
の
強
化

に
向
け
、
現
地
在
外
支
店
や

旅
行
各
社
に
、
東
北
の
魅
力

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た

「
東
北
の
文
化
」
の
発
信
に

磨
き
を
か
け
商
品
化
を
進
め

て
い
る
。
東
北
の
文
化
に
触

れ
、
四
季
の
香
り
か
ら
伝
わ

る
日
本
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
商
品
開
発
を
進

め
て
い
き
た
い
。
今
年
度
の

ふ
く
し
ま
プ
レ
Ｄ
Ｃ
で
の
取

り
組
み
に
伴
走
し
な
が
ら
、

東
北
６
県
で
の
連
携
を
深
め

て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
や
空
港
の
利

便
性
を
生
か
し
、
訪
れ
た
人

々
に
「
２
次
交
通
で
魅
せ
た

い
東
北
」
と
題
し
、
広
域
周

遊
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
を
進
め

て
い
く
。

　
そ
の
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
東
北
観
光
推
進

機
構
サ
イ
ト
の
「
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

！
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
や
「
Ｋ

ｏ
Ｋ
ｏ
Ｎ
ｏ
Ｋ
ｏ
」の
推
進
、

多
言
語
Ｄ
Ｘ
強
化
に
よ
る
外

国
人
定
住
者
お
よ
び
訪
日
観

光
客
の
認
知
拡
大
も
必
要

だ
。
さ
ら
に
は
エ
ス
コ
ー
ト

商
品
（
東
北
ラ
ン
ド
ク
ル
ー

ズ
）
の
開
発
も
急
が
れ
る
。

県
境
を
越
え
た
東
北
域
内
の

滞
在
時
間
拡
大
や
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
の
実
現
に
力
を
注
ぎ
、

今
年
度
の
大
阪
・
関
西
万
博

や
近
未
来
に
開
通
す
る
北
海

道
新
幹
線
延
伸
を
見
据
え
た

交
流
拡
大
へ
、
東
北
広
域
の

発
着
取
り
組
み
を
強
め
て
い

き
た
い
。

　
旅
ホ
連
本
部
設
立
か
ら
１

年
後
に
発
足
さ
れ
た
旅
ホ
連

東
北
支
部
も

年
を
迎
え

る
。
旅
ホ
連
会
員
や
自
治
体

の
皆
さ
ま
、
東
北
観
光
推
進

機
構
や
東
北
経
済
連
合
会
、

観
光
誘
致
協
議
会
と
の
会
話

を
重
ね
、
持
続
可
能
な
観
光

地
か
ら
な
る「
東
北
の
文
化
」

を
世
界
に
魅
せ
る
発
信
で
、

足
元
の
交
流
の
拡
大
を
加
速

さ
せ
る
。


